
理工系人材育成に係る現状分析データの整理 
（産業界の学びニーズに係る業種別・職種別分析） 

平成２７年８月６日 
経済産業省 大学連携推進室 

資料１ 
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○ 高校3年における文・理コース選択比率は２：１であり、大卒時点でも、文・理比率はほぼ同じである。一方、修士卒時点
では、文・理比率は２：５と逆転する。 
○ 学士卒数に対して修士卒数は、文系で９５％、農・保系で８８％減少し、これらの分野では、多くは学士卒業後に就職し
ている状況がうかがえる。 

出典： 
高校生学習コース内訳：国立教育政策研究所「中学校・高等学校における理系進路選択に関する調査研究（平成２５年６月）、および平成２３年度文部科学省学校基本調査に基づき推計。 
学士、修士卒業における学科内訳：平成２６年度 文部科学省学校基本調査に基づき作成。 
 

（内訳は推計） 
（総合コース、専門コース、文理未定など） 
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（総数 565,573人） 

学士卒業学科 学士進路 

○ 理・工系あるいは理・工・農・保系の学士が、理・工系あるいは理・工・農・保系の進路に進む割合は７５～８０％、修士の場
合は９０～９５％であり、高等教育の段階が進むにつれ、専門性を活かした進路に進む割合が高くなっている。 

出典：平成２６年度 文部科学省 学校基本調査に基づき作成 

（総数 74,510人） 

修士卒業専攻 修士進路 

理・工系学士      → 理・工系進路     ：７９％ 
理・工・農・保系学士  → 理・工・農・保系進路 ：７５％ 

理・工系修士      → 理・工系進路     ：９５％ 
理・工・農・保系修士  → 理・工・農・保系進路 ：９２％ 
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出典：平成22年度 先導的大学改革推進委託事業「博士課程修了者の進路実態に関する調査研究」より作成 

博士修了後の進路状況の日米比較 

4 
出典：「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査－大学・公的研究機関への全数調査（2012 年度実績）－」文部科学省科学技術政策研究所、平成26年12月 

○ 米国において、博士取得者のうち産業界に就職する割合が半分以上（５５％）であるのに比べて、我が国では相対的に
低い。 
○ また、我が国においてポスドクに進んだ者は、ポスドク後もポスドクを継続している率が７８％と高く、ポスドクから定職へ
の就職が困難となっている。 

（ポスドクを除
く） 
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出典：平成２６年度 文部科学省 学校基本調査に基づき作成 

修士（理・工・農・保）の就職先 （職業別）  
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○理・工・農・保系修士は、研究・技術系職種に就く割合（概ね８５％以上）が高く、高い専門性を活かした職種に就いて
いると考えられる。 
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学士（理・工・農・保）の就職先 （職業別）  
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○職業別では、技術系職種における理・工系学士の占める割合は５０％～９０％であり、理・工系学士は、専門性を活かした
職に就いている。職業別では、情報処理・通信技術者に占める比率が５０％程度と低い。 



産業界が求める理工系人材ニーズに関する調査 

○ 産業界が求める大学・大学院教育と、現在行われている大学・大学院教育の専門分野に係るギャップを明
らかにするために、産業界の技術者を対象としてアンケートを実施。 
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 アンケート回答者の基礎情報 
• 20歳以上～45歳未満で、産業界で正社員や経営者・役員等の雇用形態で働く技術者が対象。 
• 2015年1月下旬から2月上旬にかけてアンケートを実施。最終的に9822人より有効回答を回収。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 アンケートの手順 
• 専門分野は、科研費の分科に対応した30の分科に分類。 
• 回答者は、現在の企業における業務で重要な専門分野（最大3分野）等を回答。 

 

 経済産業省において実施（調査実施 河合塾） 

最終学歴 高専 学部 修士 博士 

（人） 704 6,463 2,389 266 

職種 研究･開発 生産･製造･品質管理 システムエンジニア 保守･メンテナンス等 その他 

（人） 3,150 
（うち大学院修了者（修士･博士）は1,417） 

2,890 2,007 783 992 

業種 機械系 
（自動車、一般機械
等） 

電気系 
（電気機械、半導体、
コンピュータ等） 

材料系 
（金属製品、鉄鋼、
非鉄等） 

化学系 
（化学・化粧品、食
品、医薬品等） 

情報系 
（ソフトウェア、ネッ
トサービス） 

建設系 
（建設全般） 

その他 

（人） 1,488 1,758 639 1,152 2,066 856 1,863 

円卓会議 第１回資料を再掲 



企業における現在の業務で重要な専門分野とその分野についての
大学教育に係る認識 
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〇 企業における現在の業務で重要な専門分野としては、機械、電気、土木、ITを選択した者が多く、さらに、いずれの分野に

ついても、大学における教育ニーズが高い。一方、必ずしも大学における教育ニーズが高くない分野でも、研究者が数多く存
在している。 
〇 大学は最先端の研究を行うため、企業の現在業務の求める技術とギャップがあるのは当然ではあるものの、産業界の将
来のニーズを見極めた上で、これと大学教育との間のミスマッチがないようにすることが重要ではないか。 

※産業界の技術者が、企業における現在の業務で重要な専門分野を最大３分野選択。企業の技術系業務に関連が深い専門分野について分析。 

企業における現在の業務で重要な専門分野 
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企業における現在の業務で重要だが、大学で学ぶ必要がない専門分野 

企業における現在の業務で重要で、大学で学ぶ必要がある専門分野 

各分野の研究者数（科研費に採択された研究者の分科別の分布） 

円卓会議 第１回資料を再掲 



各業種における職種内訳 
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○ 機械、電気、建設系業種においては、設計・開発職の人材比率が高い（３０～４０％）。一方、化学系業種においては基
礎・応用研究職（約３０％）、情報系業種においてはシステムエンジニア（約７０％）の比率が高く、業種による職種バリエーショ
ンが大きい。 



電気系業種人材の出身系（職種別）  
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○ 電気系業種においては、設計・開発、生産管理・品質管理およびシステムエンジニア人材割合が高い。 



電気系業種における職種ごとの人材の学びニーズ（１） 
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電気系業種における職種ごとの人材の学びニーズ（２） 
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・資
源
シ
ス
テ
ム
工
学 

構
造
工
学
・維
持
管
理
工
学 

地
震
工
学 

土
木
材
料 

土
木
施
工
・建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

地
盤
工
学 

水
理
・河
川
、
海
岸
・港
湾
工
学 

土
木
計
画 

交
通
工
学 

高
度
交
通
シ
ス
テ
ム 

景
観
・デ
ザ
イ
ン 

土
木
環
境
シ
ス
テ
ム 

農
業
土
木
、
地
域
環
境
工
学
・計
画
学 

都
市
計
画
学 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
造
園
・緑
地
学 

建
築
計
画
学 

建
築
環
境
・設
備 

建
築
構
造
・材
料 

建
築
経
済
学 

意
匠
・建
築
史 

住
居
学
・住
生
活
学 

被
服
・衣
生
活
学 

家
政
学
・生
活
学 

建
築
デ
ザ
イ
ン 

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン 

デ
ザ
イ
ン
論 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践 

製
図
、
デ
ザ
イ
ン
実
習 

計
算
機
シ
ス
テ
ム 

基
本
ソ
フ
ト 

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア 

応
用ｿ

ﾌ
ﾄ･ｱ

ﾌ
ﾟﾘ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
基
礎 

端
末
シ
ス
テ
ム 

通
信
工
学 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・検
索 

マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア
情
報
処
理
・情
報
… 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

人
工
知
能
・機
械
学
習
・知
識
処
理 

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス 

画
像
処
理 

音
声
処
理 

情
報
セ
ン
シ
ン
グ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
等 

感
性
情
報
処
理 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
学 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー
チ 

統
計
学
応
用
・統
計
科
学 

高
性
能
計
算 

数
理
モ
デ
ル 

オ
ー
ト
マ
ト
ン
等 

情
報
理
論
・符
号
理
論 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報
学 

図
書
館
情
報
学 

学
習
シ
ス
テ
ム
、
教
育
工
学 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

基礎・応用研究、先行開発 (n=145人/1758人=8%) 

設計・開発 (n=683人/1758人=39%) 

生産技術（プラント系） (n=27人/1758人=2%) 

生産技術（プラント系以外） (n=92人/1758人=5%) 

製造・施工 (n=153人/1758人=9%) 

生産管理・品質管理 (n=225人/1758人=13%) 

システムエンジニア (n=237人/1758人=13%) 

保守・メインテナンス・維持管理 (n=124人/1758人=7%) 

セールスエンジニア・技術企画・クリエイティブ系 (n=72人/1758人=4%) 
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情報系業種における人材の出身系（職種別）  
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n = 2066 

○ システムエンジニア職が全体の７割を占める。どの職種においても、情報学科出身者の割合が概ね低く、文系出身者の
割合が高い。 
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情報系業種における職種ごとの人材の学びニーズ 
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気
象
・大
気
等 

自
然
地
理
学 

自
然
災
害
科
学
、
防
災
学 

地
球
温
暖
化
等 

環
境
化
学 

環
境
負
荷
低
減
、
保
全
修
復 

資
源
・リ
サ
イ
ク
ル
工
学 

自
然
共
生
・持
続
可
能
シ
ス
テ
ム 

環
境
政
策
・社
会
学 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
・貯
蔵
学 

エ
ネ
ル
ギ
ー
学 

原
子
力
工
学 

核
融
合
学 

地
質
学
・鉱
物
学 

地
球
・資
源
シ
ス
テ
ム
工
学 

構
造
工
学
・維
持
管
理
工
学 

地
震
工
学 

土
木
材
料 

土
木
施
工
・建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

地
盤
工
学 

水
理
・河
川
、
海
岸
・港
湾
工
学 

土
木
計
画 

交
通
工
学 

高
度
交
通
シ
ス
テ
ム 

景
観
・デ
ザ
イ
ン 

土
木
環
境
シ
ス
テ
ム 

農
業
土
木
、
地
域
環
境
工
学
・計
画
学 

都
市
計
画
学 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
造
園
・緑
地
学 

建
築
計
画
学 

建
築
環
境
・設
備 

建
築
構
造
・材
料 

建
築
経
済
学 

意
匠
・建
築
史 

住
居
学
・住
生
活
学 

被
服
・衣
生
活
学 

家
政
学
・生
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学 

建
築
デ
ザ
イ
ン 

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン 

デ
ザ
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ン
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ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
践 

製
図
、
デ
ザ
イ
ン
実
習 

計
算
機
シ
ス
テ
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基
本
ソ
フ
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ミ
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ル
ウ
ェ
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応
用ｿ

ﾌ
ﾄ･ｱ

ﾌ
ﾟﾘ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
基
礎 

端
末
シ
ス
テ
ム 

通
信
工
学 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・検
索 

マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア
情
報
処
理
・情
報
生
成 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

人
工
知
能
・機
械
学
習
・知
識
処
理 

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス 

画
像
処
理 

音
声
処
理 

情
報
セ
ン
シ
ン
グ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
等 

感
性
情
報
処
理 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
学 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー
チ 

統
計
学
応
用
・統
計
科
学 

高
性
能
計
算 

数
理
モ
デ
ル 

オ
ー
ト
マ
ト
ン
等 

情
報
理
論
・符
号
理
論 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報
学 

図
書
館
情
報
学 

学
習
シ
ス
テ
ム
、
教
育
工
学 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

基礎・応用研究、先行開発 (n=18人/2066人=1%) 

設計・開発 (n=156人/2066人=8%) 

生産技術・製造・施工 (n=61人/2066人=3%) 

システムエンジニア (n=1441人/2066人=70%) 

保守・メインテナンス・維持管理 (n=227人/2066人=11%) 

セールスエンジニア・技術企画 (n=64人/2066人=3%) 

コンテンツ制作・編集(クリエイティブ系) (n=99人/2066人=5%) 

○ 情報系業種において、基礎・応用研究職では、人工知能の学びニーズが高い。コンテンツ制作を除くその他の職種では
共通して、情報に関する比較的基礎的な知識の学びニーズが高い傾向が見られる。一方、コンテンツ制作職については、他
の職種と大きく異なる学びニーズが見られる。 



基礎・応用研究、先行開発職人材の学びニーズ（業種間比較）（１） 
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熱
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械
材
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材
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力
学 

機
械
力
学 

メ
カ
ト
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船
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工
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海
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ﾚ
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照
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ア
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回
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デ
ジ
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電
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イ
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電
子
機
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デ
ィ
ス
プ
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カ
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ク
ト
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ニ
ク
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光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
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計
測
工
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制
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シ
ス
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ム
工
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結
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工
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薄
膜
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面
界
面
物
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電
子
材
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超
伝
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数
理
物
理
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原
子
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子
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子
物
理
学 

機
能
物
性
化
学 

ナ
ノ
テ
ク 

M
E
M

S

、NE
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有
機
・ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
材
料 

金
属
物
性
・材
料 

軽
金
属
物
質
・材
料 

炭
素
系
物
質
・材
料 

複
合
材
料 

構
造
・機
能
材
料 

表
界
面
工
学 

溶
接
・接
合
・接
着 

金
属
生
産
工
学 

材
料
加
工
・組
織
制
御 

物
質
・材
料
設
計 

物
質
・材
料
の
分
析
・評
価 

化
学
工
学 

反
応
工
学 

粉
体
工
学 

計
装
、
プ
ロ
セ
ス
制
御
等 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学 

バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

理
論
化
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基
礎
物
理
化
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基
礎
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化
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基
礎
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化
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化
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高
分
子
化
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高
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分
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化
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エ
ネ
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ギ
ー
関
連
化
学 

分
子
デ
バ
イ
ス
化
学 

機械系業種 (n=101人) 

電気系業種 (n=145人) 

材料系業種 (n=51人) 

化学系業種 (n=321人) 

情報系業種 (n=18人) 

建設系業種 (n=32人) 

○ 基礎・応用研究職においては、それぞれの業種に対応した専門知識分野に対する学びニーズが見られ、業種ごとに
学びニーズは大きく異なる。 



基礎・応用研究、先行開発職人材の学びニーズ（業種間比較）（２） 
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テ
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イ
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情
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機械系業種 (n=101人) 

電気系業種 (n=145人) 

材料系業種 (n=51人) 

化学系業種 (n=321人) 

情報系業種 (n=18人) 

建設系業種 (n=32人) 



システムエンジニア人材の学びニーズ（業種間比較） 
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機械系業種 (n=58人) 

電気系業種 (n=237人) 

材料系業種 (n=18人) 

化学系業種 (n=20人) 

情報系業種 (n=1441人) 

建設系業種 (n=84人) 

○ システムエンジニアについては、どの業種においても共通に、情報分野における比較的基礎的な知識に関する学び
ニーズが高い。 
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ＩＴ予算を増額する企業における 
増額予算の用途 

社内の利用部門がＩＴ部門に期待する業務と 
ＩＴ部門が注力する業務 

出典：日経コンピュータ（2014.1/23） 
出典：一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA） 
「ITを活用した経営に対する日米企業の相違分析」調査結果（2013年10月） 

○ 米国企業のIT投資は、「製品やサービス開発強化」「ビジネスモデル変革」が上位であるのに対して、日本企業のIT投資
は、主に「ＩＴによる業務効率化／コスト削減」を目的としている。 
○ 企業内のＩＴ部門は、主に「守りのＩＴ」を担当しており、主体的にビジネスに関与する組織となっていない。 
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新たな技術／製品／サービス利用 

ＩＴを活用したビジネスモデル変革 

ＩＴによる製品／サービス開発強化 

ＩＴによる顧客行動 
／市場の分析強化 

事業内容／製品ライン拡大による 

法規制対応のため 

市場や顧客の変化への迅速な対応 

利益が増えているから 

売上が増えているから 

会社規模が拡大したため 

未ＩＴ化業務プロセスの 
ＩＴ化のため 

定期的なシステム更新サイクル 

ＩＴによる業務効率化 
／コスト削減 

プライベートクラウドの導入のため 

モバイルテクノロジーへの投資 

米国 

日本 

守りのＩＴ投資 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安定稼働のための運用・管理 

セキュリティ体制の維持・運用 

利用部門のニーズに応じた構築・刷新 

全社的ＩＴ戦略・施策の統括 

業務プロセス標準化の旗振り 

ＰＣなどの管理 

ビジネスにおけるＩＴ活用の目利き 

最新ＩＴを用いた新ビジネスの提案 

経営戦略の推進 

ＰＣなどの使い方に関する相談相手 

ステークホルダーの取りまとめ 

ＩＴの最新動向に関する相談相手 

その他 

利用部門がIT部門に期

待する業務（n=916） 
ＩＴ部門が注力する業務

（n=509） 
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め
の
Ｉ
Ｔ 

守りのＩＴ 

産構審 商務流通情報分科会 情報経済小委員会 
IT人材WG 第１回資料（平成２７年１月）より抜粋し作成 
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